
第１回木更津市中心市街地（木更津駅周辺）まちづくりワークショップ 

記録書 

 

◆日時：平成３１年１月２６日（土） １４：００～１６：００ 

◆会場：木更津市立中央公民館（スパークルシティ６階） 第７会議室 

◆主催：木更津市中心市街地活性化協議会 

◆参加者：高校生        １０名（木更津高校、木更津東高校） 

公募          １名 

中心市街地子育て世代  ６名（木更津第一小学校ＰＴＡ、木更津第一中学校

ＰＴＡ） 

中心市街地外子育て世代 ５名（市民活動団体） 

        合計 ２２名     

日本大学生産工学部建築工学科  教授 １名（ファシリテーター） 

日本大学生産工学部建築工学科 学生１２名（ワークショップ運営補助） 

 

【概要】 

木更津市中心市街地活性化協議会事務局 木更津市企画部 桒田参事よりあいさつ 

木更津市中心市街地活性化協議会事務局 木更津市企画部地域政策課 鶴岡副主幹より

ワークショップ開催にあたりパワーポイントを使用し以下の説明を行った。 

 ・まちづくりワークショップ開催までの経緯 

 ・まちづくりワークショップの目的と意義 

 ・中心市街地活性化に向けた市の取り組み概要 

 その後、３グループに分かれ、ワークショップをおこなった。 

 最後に、第２回ワークショップの案内（平成３１年２月１６日（土）１４：００～）の

後、閉会した。 

 

◎ワークショップ内容 

ファシリテーター：日本大学生産工学部建築工学科  教授 北野 幸樹 

運営補助：日本大学生産工学部建築工学科 学生１２名 

グループ A：高校生１０名（木更津高校、木更津東高校） 

グループ B：中心市街地在住６名（木更津第一小学校ＰＴＡ、木更津第一中学校ＰＴＡ） 

グループ C：中心市街地外在住６名（公募、市民活動団体） 

 

 

 

 

資料１ 



◆テーマ１：イメージマップを描こう！ 

１. 千葉のかたちを描く  

２. 木更津市の位置を描く 

３. 木更津市のかたちを描く 

４．木更津市の中心市街地をイメージカラーで描く 

 

Ａグループ 

木更津市の中心市街地カラー：オレンジ 

 

Ｂグループ 

木更津市の中心市街地カラー：オレンジ 

 

Ｃグループ 

木更津市の中心市街地カラー：ピンク 

 



 

◆テーマ２：木更津市中心市街地のたからもの・欲しいものマップを描こう！ 

１. 木更津市の“中心市街地”のたからもの（大切なもの、場所）は？ 

   

 

２. 木更津市の“中心市街地”にあったらいいもの（欲しいもの、欲しい場所）は？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループから、「たからもの」と

して、以下のとおり意見があった。 

・きみさらづタワー。 

・太田山公園や、鳥居崎海浜公園等

の公園や、海や矢那川などの自然。 

・みらいラボや図書館、市民会館、

市場などの公共施設。 

・光明寺や證誠寺や切られ与三郎の

墓などの歴史のある施設。 

・レストランなどの飲食店。 

・その他、学校や駅、など。 

各グループから、「あったらいいもの」として、以下のとおり意見があった。 

・広い公園や、アスレチック、広場などの公園施設。 

・スタジアムやグラウンド、マラソンコースなどのスポーツ施設。 

・ボーリング場や遊園地、水族館、温泉などのレジャー施設。 

・お笑い劇場や、コンサートホール、ライブハウスなどの芸能・音楽施設。 

・スーパーや楽器屋、大きい本屋や百貨店などの商業施設。 

・博物館や映画館などの文化施設。 

・カフェや、オシャレなレストラン、お菓子屋や浜焼き屋などの飲食店。 

・その他、新しい商店街や、無料駐車場、観光船、モノレールなど。 

 



◆テーマ３：ここにいきたいランキング！ 

１. 木更津市の“中心市街地”の“大切な・欲しい・行きたい”場所は？ 

Ａグループ結果 

 １位 温泉 

 ２位 映画館 

 ３位 ラウンドワン 

 ４位 公園（スケート場） 

 ５位 よしもと劇場・スタバ 

Ｂグループ結果 

１位 鳥居崎海浜公園 

 ２位 新しい商店街 

 ３位 スーパー・カフェ 

 ４位 広い公園 

 ５位 フリースペース 

Ｃグループ結果 

１位 遊園地・水族館 

 ２位 モノレール 

 ３位 太田山公園 

  

２. 木更津市の“中心市街地”で“こんなことしたい・できたらいいな”！  

Ａグループ結果 

 １位 部活後の温泉 

 ２位 映画館デート、野球場デート、スタバデート、ラウンドワンデート、 

ライブを見る 

 ３位 スケート場に羽生選手に来てもらう 

 ４位 よしもと芸人出待ち 

 ５位 オリンピック出場選手を輩出 

Ｂグループ結果 

１位 子ども達が外で体を動かす広場・ランニング 

 ２位 自習スペース 

 ３位 買い物 

 ４位 お茶会などの集まり 

 ５位 名産品 

Ｃグループ結果 

１位 アスレチックで遊ぶ 

 



◆テーマ４：木更津市の中心市街地のキャッチフレーズを考えよう！ 

Ａグループ「未来とたぬきのまち木更津」 

Ｂグループ「ベイサイド木更津」 

Ｃグループ「つながるまち木更津」 

 

 

 

 

◎ワークショップまとめ 

ファシリテーター北野教授より今回のワークショップ内容がまとめられた。 

 

 “たからもの”として、各グループからの意見をみると、普段生活していく中で必要と

なる、飲食店やスーパー、子供から高齢者まで使っていくものとして、図書館や市民会館

などの公共施設、自然、お寺などの歴史のある施設が多くあげられている。 

 また、学校との意見が多くあったが、学校には子供がいて、子供がいるということは、

未来があるということで、とても重要。 

“あったらいいもの”として、公園など、休みの日、仕事帰りに時間が過ごせるような、

生活に潤いを与えてくれる施設が多くあげられている。 

 いきたい所や、やりたい事をみると、映画館デートや、公園、買い物など、普段生活し

ているなかで、行くところが多くあげられている。 

今の中心市街地は、普段生活していて、時間を過ごせる空間が不足している。 

生活に密着した施設が求められていると感じる。 

 

 

◆これからの中心市街地活性化に活かす為に整理 

 ・「活動したい場所をつくる」 

 ・「学校で、家で、まちで、皆一緒」行政が作ってくれたものを使うだけでなく、皆で関

わっていく。 

 ・「優しく、心地よく、楽しく過ごす時間づくり」皆が楽しく、明るい時間を過ごせる、

まちづくり。 

 ・「クリエイティブで未来志向な発想で」想像豊な未来志向な発想で持続可能なまちづく   

  り。 

 か「活動したい場所をつくる」＝  き「拠点」 

 が「学校で、家で、まちで、皆一緒」＝さ「参加」 

 や「優しく、心地よく、楽しく過ごす時間づくり」＝ら「ライトアップ」 

 く「クリエイティブで未来志向な発想で」＝づ「つづけよう」 



 これらのキーワードの文字を並べると、「かがやくきさらづ」が見えてくるのではないか

と思う。 

 今回のワークショップで、明るい未来に向かってかがやく木更津の姿が見えてきたと思

う。 

 これからの木更津市中心市街地の未来と、皆さんの未来に向かって、より良いまちが持

続的に、つながっていくよう皆様からの意見を大事に使っていく。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２回木更津市中心市街地（木更津駅周辺）まちづくりワークショップ 

記録書 

 

◆日時：平成３１年２月１６日（土） １４：００～１６：００ 

◆会場：木更津市立中央公民館（スパークルシティ６階） 第７会議室 

◆主催：木更津市中心市街地活性化協議会 

◆参加者：高校生         ７名（木更津高校、木更津東高校） 

公募          １名 

中心市街地子育て世代  ５名（木更津第一小学校ＰＴＡ、木更津第一中学校

ＰＴＡ） 

中心市街地外子育て世代等４名（市民活動団体） 

        合計 １７名     

日本大学生産工学部建築工学科  教授 １名（ファシリテーター） 

日本大学生産工学部建築工学科 学生１２名（ワークショップ運営補助） 

 

【概要】 

渡辺市長よりあいさつの後 

 ３グループに分かれ、ワークショップをおこなった。 

  

 

◎ワークショップ内容 

 

ファシリテーター：日本大学生産工学部建築工学科  教授 北野 幸樹 

運営補助：日本大学生産工学部建築工学科 学生１２名 

グループ A：高校生７名（木更津高校、木更津東高校） 

グループ B：中心市街地在住５名（木更津第一小学校ＰＴＡ、木更津第一中学校ＰＴＡ） 

グループ C：中心市街地外在住５名（公募、市民活動団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆第１回木更津市中心市街地（木更津駅周辺）まちづくりワークショップ報告 

前回のテーマ 

 ・木更津市 Quiz 

 ・たからもの・欲しいものマップを描こう！ 

 ・ここに行きたいランキング！ 

 ・こんなことしたいランキング！ 

 

出てきたキーワード 

 ：つながる 回遊 リンケージ 

 ：ベイサイド 歩く 遊ぶ ランニング ウォーキング 

  富士見通り商店街（西口） 

 ：自然 たぬき 放課後 勉強 友達 ひと 時間 

 ：公共施設：どんな？ どこに？  

 

キャッチフレーズ 

 ・○○（活動）することができる場所づくり・・・拠点 ⇒活動・空間のデザイン 

 ・学校でまちでみんなと一緒に・・・・・・・・・参加しよう ⇒参加のデザイン 

 ・優しく楽しく過ごす時間のデザイン・・・・・・ライトアップ ⇒時間のデザイン 

                     （ひとが浮かび上がるように） 

 ・クリエイティブで未来志向は発想を・・・つづけよう ⇒継続から未来へのデザイン 

 『 か が や く  き さ ら づ 』 

 

木更津 中心市街地に求められる「○○○づくり」とは！？ 

  ⇒にぎわいづくり・・・・・魅力ある・行きたくなるお店（商店街） 

  ⇒楽しみづくり ・・・・・心地よい・お気に入りのスポット 

  ⇒時間（回遊・界隈）づくり・・・・・ゆっくり・ゆったり過ごす 

  ⇒暮らし（暮らし方）づくり・・・・・生き生きと愛着のある暮らし（定住志向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆テーマ１：木更津 中心市街地ＰＲ（Public Relations）マップ＝未来予想図を描こう！ 

 

 あなたが 木更津 中心市街地 を 経営・運営するなら 

・・・あなたは「木更津 中心市街地 長（マネージャー）」です！ 

あなたが 木更津 中心市街地 を みんなに宣伝するなら 

  ・・・あなたは「まちの広報ディレクター」です！！ 

 

木更津市 中心市街地に求められている「○○○づくり」を描いてみると！？ 

  ⇒にぎわいづくり・・・・・魅力ある・行きたくなるお店（商店街） 

 ⇒楽しみづくり ・・・・・心地よい・お気に入りのスポット 

 ⇒時間（回遊・界隈）づくり・・・・・ゆっくり・ゆったり過ごす 

 ⇒暮らし（暮らし方）づくり・・・・・生き生きと愛着のある暮らし（定住志向） 

 

 Phase 01：すぐに、します・・・・・・今年のこと 

 Phase 02：ちょっと先に、します・・・1年後のこと 

 Phase 03：少し未来に、します・・・・5年後のこと 

 

 

 

◆テーマ２：プロモーション（宣伝）・オペレーション（運営）戦略チームをつくろう！ 

  

木更津 中心市街地 PR（Public Relations）マップ 

                   ＝未来予想図 を実現するには！？ 

 

だれが どのように 計画し つくり 運営し 宣伝し リレーし・・・実現するには！？ 

  

 

◆各グループ発表 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆各グループ発表内容の抜粋 

 

グループ A：高校生７名（木更津高校、木更津東高校） 

 

◆テーマ１：木更津 中心市街地ＰＲ（Public Relations）マップ＝未来予想図を描こう！ 

 

Phase 01：すぐに、します・・・・・・今年のこと 

 ・駅前にかわいくわかりやすい観光案内の看板を設置する。  

 

 Phase 02：ちょっと先に、します・・・1年後のこと 

 ・太田山を利用して、若者に人気のスターバックスコーヒーを作り、お年寄りも利用で

きるランニング・ウォーキングコースをつくる。  

 

 Phase 03：少し未来に、します・・・・5年後のこと 

 ・銭湯をつくる。 

 ・ライブハウスをつくる。 

 ・證誠寺の近くに「たぬき～ランド」をつくる。 

 ・夜暗い地域によしもと劇場をつくり、お笑いで賑やかにする。 

  

◆テーマ２：プロモーション（宣伝）・オペレーション（運営）戦略チームをつくろう！ 

  

・旅行代理店などの民間事業者や、学生、行政と協力し運営していく 

・ＳＮＳ、グーグルマップに登録、広報きさらづ、回覧板等で中心市街地の宣伝をする。 

 ・木更津駅だけでなく、千葉駅など人が多い駅ＰＲポスターを掲示する。 

 

 

 

 



グループ B：中心市街地在住５名（木更津第一小学校ＰＴＡ、木更津第一中学校ＰＴＡ） 

 

◆テーマ１：木更津 中心市街地ＰＲ（Public Relations）マップ＝未来予想図を描こう！ 

 

Phase 01：すぐに、します・・・・・・今年のこと 

・駅の中にインフォメーションセンターをつくり、市民協働でおススメスポットなどの

情報を提供する。 

・富士見通りを活性化させる為、空き店舗を行政が買い取り、新しいお店や、公園をつ

くる。 

・スナックなどを裏通りに集める。 

 

 Phase 02：ちょっと先に、します・・・1年後のこと 

 ・スパークルシティに、図書館、広い自習室、スーパやカフェ、フードコートを入れ、 

1 日過ごせる施設にする。 

 ・公園の新設や、公園設備を充実させる。 

 ・ランニングコースをつくる。 

 ・出島に屋外ステージをつくる。 

 

 Phase 03：少し未来に、します・・・・5年後のこと 

 ・景観を良くするため、電柱の地中化をする。 

 ・東口に大きなバスターミナルを作り、バス路線を集約する。 

                                 

◆テーマ２：プロモーション（宣伝）・オペレーション（運営）戦略チームをつくろう！ 

  

 ・ＪＲなどの民間事業者や、地元住民、地元の小中学生、行政と協力し運営する。 

 ・木更津の中心市街地に、朝に富士山が綺麗に見えるストリート、昼に賑わうストリー

ト、夜に賑わうストリートをつくり、１日中賑わいのあるまちづくりをおこなう。 

 ・統一感のあるまちづくりをおこなう。 

  



グループ C：中心市街地外在住５名（公募、市民活動団体） 

 

◆テーマ１：木更津 中心市街地ＰＲ（Public Relations）マップ＝未来予想図を描こう 

  

 Phase 01：すぐに、します・・・・・・今年のこと 

 ・オリンピックに向けて、宿泊施設を誘致する、パブリックビューイングが出来る施設

をつくる。 

 ・無料駐車場もしくは、安い駐車場をつくる。 

 Phase 02：ちょっと先に、します・・・1年後のこと 

 ・お風呂付の公共のトレーニングジムをつくる。 

 ・子供が屋内で遊べる施設や、子ども図書館、子どもジムなどをつくる。 

 Phase 03：少し未来に、します・・・・5年後のこと 

 ・野球（サッカー）場をつくる。 

 ・巨大な公園をつくる。 

 ・綺麗で、大きい図書館をつくる。 

 

◆テーマ２：プロモーション（宣伝）・オペレーション（運営）戦略チームをつくろう！ 

  

・行政と民間で協力し運営する。 

・ＳＮＳで木更津市を宣伝する。 

・子育てしやすいまちづくりをおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎ワークショップまとめ 

ファシリテーター北野教授よりワークショップ内容がまとめられた。 

 

 今回の共通事項として、看板やインフォメーションセンターなどの情報の発信、レンタ

サイクルやランニングコース整備などの健康に関すること、スポーツなどを通じての仲間

づくり、空き店舗の活用、スパークルシティを活躍させるなどの駅前の空間活用、電柱の

地中化などの木更津のポテンシャルを生かした景観づくりなどがあげられる。 

 まちづくりについては、回覧板等で顔と顔を合わせて情報共有する親密な関係も大事。 

 

◆２回のワークショップを通じて出てきた概念として 

・ば「場所のちからと建築のちから」 

 ・え「Ｅｎｊｏｙできる活動と空間と仲間」 

 ・い「活々し続けるみんなの知恵と技」 

 ・て「手作り感覚でのおもてなし」 

 ・ら「ラッキーな出会い」 

 頭文字を並びかえると『バラエティ』 

 

◆概念を具体的に実現していくためには 

 ・地域、環境、自然、居住者みんなで共生・共存・共栄＝Coexistence 

 ・中心市街地に多様な活動の受け皿をつくること＝Activity 

 ・ユニバーサルデザイン（バリアフリー）な空間づくり 

   運営していく責任（良心）を持つこと＝Responsibility 

 ・健康であり活力があり、問題をエネルギーに変えて楽しむこと＝Energy & Enjoy 

  頭文字を並べると『ＣＡＲＥ』 

 

  みんなが「関心」を持つこと 

  大丈夫か「心配」しながら次のステップへ 

自分勝手ではうまく行かない、人任せではうまく行かない「配慮」していくこと 

『心配り（ＣＡＲＥ）』が大切となる。 

多種多様な『バライティ』にとんだ皆様の意見を、楽しみながら活動して、『心配り』

を持って取り組んでいくことが、これからのまちづくりのキーワードになっていく。 

 

 


